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鈴木智草 (近敵大 ･生物理工 ･発生)･細井美彦 (近畿大 ･生物理工 ･発生)･
清水慶子 (京都大 ･霊長研 ･器官調節)･入谷 明 (近弘大 ･生物理工 ･発生)
雌アカゲザルにリュ･プリン､FSHを投与後､卵巣回収から24時間前にhCG投与･非投与
し､卵巣を回収したo卵巣から未成熟卵子 (旦erminalyesicle､GV)を回収し､GV期からMI














林 由佳子 (京都大 ･食糧科学研)･松本晶子 (京都大 ･霊長研)∫
フェロモンは同種の動物の異なる個体間で交わされる化学的信号で､哨乳類の生殖に特に重
要な役割を果たしている｡霊長研の4頭のメスを対象とし､最低1回の発情周期を含む40日の
期間について週3回､性皮 (特に臆)付近を30%エタノール溶液を含ませた綿棒にてふき取り､
資料を凍結保存後､京都大学食糧研において資料から粘液とフェロモンを構成する臭気物質
(C2～C5脂肪酸)量をガスクロマトグラフィーを用いて定量した｡
分析の結果､排卵期になると一部の低級脂肪酸の量が変化し､その変化が化学的信号として
中枢神経系に伝達され､大脳辺縁系や視床下部の機能に影響を与えている可能性が示唆される｡
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